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学校教育目標 『学ぶ・鍛える・共に生きる』 
 

1. 生活や学習の基礎基本を通して、主体的に課題を見いだし解決する力を身につけた生徒を育てます。  【知】 

2. 礼儀や規律を大切にし、夢や希望、感謝の心をもった生徒を育てます。               【徳】 

3. 心身共に健康で、自他の生命や自然を尊重する生徒を育てます。                  【体】 

4. 社会の一員としての自覚と責任をもち、よりよい社会を実現しようとする生徒を育てます。      【公】 

5. 体験を通して自らの可能性を知り、広い視野に立ったものの見方や考え方を身につけた生徒を育てます。【開】 

 

「実社会へ向けて」 

 

学校長 栗原 秀樹 

平成、最後の年がスタートしました。本年もあかね台中学校は、子どもたちとともに新たな一歩を踏み出し

ていきます。どうぞよろしく応援をお願いいたします。 

ここ 10 年、私は箱根駅伝で新年の幕が開きます。正月の２日、３日には沿道に足を運び、選手を応援してき

ました。懸命に母校の“タスキ”を胸に走る姿には毎回、感動を覚えます。チームのために一人ひとりが力の

限り走る姿は、見るものを引き込む力があります。今年は、地元・神奈川の大学がトップで駆け抜ける姿を観

て、なおさら応援に力が入りました。応援していると思っていたら、むしろ自分が

勇気をもらっていることに後で気が付きました。私も「目標に向かって、今年も頑

張って走ろう！」と・・・。 

本校の３年生も、「人生」という駅伝で、自分の目標に向かって今、ひたすら走っ

ていることでしょう。12月には、私立高校を推薦で受験する生徒 45 名ほどと面接を

行いました。どの生徒も自分の言葉でしっかりと応答できていて、とても感心しま

した。「英語力を生かし、外国と関わる仕事をしたい。」「子どもと関わる仕事－教師

になりたい。」「自衛官として、人の役に立ちたい。」と、将来の目標をはっきりとし

た口調で話してくれた生徒もおりました。 

日本の子どもの学力は世界的に見て高い水準にありますが、反面、学ぶ意欲や将来の職業への関心など、働

くことと日頃の学習の関連付けが、他国に比べ低い状況があります。しかし、面接をした生徒を見る限り、将

来へのしっかりとした見通しや、意欲があることが確かめられました。家庭や学校で、将来の生き方を考える

指導につながっていることの表れだと実感しました。 

中学校時点で、将来の職業について関心をもっている生徒は、大学入学時に将来の職業について決めかねて

いる学生と比べ、人生に前向きであるとの調査結果もあります。誰もがいずれ【実社会】に出て、【職業】を

もち働くのですから、主体的に人生を考えることが重要なのだと思います。 

辞書を引いてみると、【実社会】：美化・様式化されたものとは違って、複雑で、虚偽と欺瞞とが充満し、毎

日が試練の連続であると言える、きびしい社会を指す。（新明解国語辞典）との表記に唖然としてしまいます。

「実社会」は、決して平坦ではないけれど、喜びや感動も多くあることを子どもたちに伝えていくことが、大

人である私たちにとって大切なのでは感じています。箱根駅伝を走るチームのように一丸となって目標を目指

す姿は、実社会の中で苦労を共にしながら課題解決をしていくことと重なります。そして、日々続く試練の向

こうに、他者を感動させる力や思いやりが生まれるのだと改めて選手の後ろ姿を見て思います。 
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 11 月 28 日（水）第 8回生徒会本部役員選挙が行われました。立候補者・応援者は、朝早くから昇降口での

選挙運動や、朝総合を使った各クラスでのアピール、政見放送で意気込みを語るなど、準備を重ねてきました。

当日の立会演説会は、堂々とした姿でそれぞれの熱意や思いを伝えることができました。投票も選挙管理委員

会によって公正・公平に行われ、無事に第９代生徒会本部役員として 7名の新しいリーダーが誕生しました。

これから 1年間あかね台中学校を引っ張っていく 7名を、どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

生徒会長の抱負 「ＢＥＳＴＴＴ！」 

生徒会長 ２年 奥平成美 

 あかね台中学校は、挨拶と笑顔あふれる明るくてとても素敵な学校です。そんなあかね台中学校であか中生

がもっと充実した生活が送れるように、生徒会本部では「BESTTT!（ベスト）」という年間目標を掲げ、日々活

動しています。この目標は、「Believe」「Enjoy」「Smile」「Try」「Teamwork」「Together」という、生徒会活動

で大切にしていきたいことが一文字一文字に込められています。仲間を信じ、中学校生活を楽しみ、笑顔をあ

ふれる毎日を目指して様々なことに挑戦する。そして、チームワークを大切に、あか中生全員の力を合わせ、

一緒に「BESTTT!」なあかね台中学校を作っていけるよう、精一杯頑張ります！一年間どうぞ宜しくお願いし

ます。 

 

 

 

 １月 11日（金）に、三年生の模擬面接が行われました。今年も３０名以上の地域の方をお迎えして、模擬

面接を行いました。 

この行事は、３年生全員が入試に向けて、より「実践的な面接経験」をすること、「人生経験の一つ」とし

て、キャリア教育の一環として毎年計画されています。 

 面接の会場の準備や片付けも自分たちで行い、緊張感の高まった雰囲気の中で取り組むことができました。 

丁寧に生徒の思いや考えを聞いてくださり、アドバイスをいただきました。始まる前は緊張していた３年生も、

面接を終えて、達成感や、すこし自信を付けた様子もみられました。この経験を活かし、自分と向き合いなが

ら、それぞれの求める「道」に向かって、一歩ずつ成長していってほしいと思います。 

 また、ご多用の中、あかね台中学校にご来校いただきました皆様へ心より感謝申し上げます。今後ともどう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会役員選挙 次のリーダー決まる 

面接官は地域の皆様  ３年生 模擬面接 

◆ 面接官へのごあいさつ ◆ ◆ 緊張感が漂います ◆ 



 

 

 

 １月７日（月）～25 日（金）まで校内書初め展が行われて

います。１年生は『新たな決意』と『天地清新』のどちらか。

２年生は『夢を信じる』『功を奏する』のどちらかを選び、書

きました。３年生は自分で選んだ言葉を、書にしたためてい

ます。金賞・銀賞・銅賞の賞が国語科の審査によってつけら

れます。 

 25 日（金）まで、青葉区合同庁舎にて「青葉区中学校書初

め展」が行われていました。本校の代表生徒の作品も展示さ

れていました。展示が終わりますと、本校に作品が戻ってま

いりますので是非ご覧いただけきたいと思います。 

 あかね台中学校の書初めは「三枚判」という半紙を縦に三

枚つないだ大きさに書いています。代表の生徒は区の仮巻き

（掛け軸）のサイズに合わせて、大きな紙に作品を改めて書

き、出品となります。大きな紙に書くのは慣れていないと大

変ですが、選ばれたみなさんは「さすが！」素晴らしい作品

を仕上げていました。 

 また、横浜市立中学校・小学校の共催で行われている『総

合文化祭 書写展』へも、本校から三年生の作品を代表として出品しました。総合文化祭の書写展には、去る

８月に行われた「席書大会」の優秀者の作品も展示してあります。各学年で、硬筆・毛筆の部門があり、優秀

賞と佳作の賞がつけられます。優秀賞を獲得した人の中からさらにトップ 10 を選び、その作品を『総合文化

祭』に展示しています。実は本校の 3年生は 3年連続で、このトップ 10に選ばれています。 

 得意な人も、そうでない人もたくさんいると思います。パソコンが普及してからは自分の文を機械で書く 

ことも可能です。しかし『本人の筆跡』は他の人には代えられるものではありませ。かけがえのない『唯一』 

のものです。自分だけの「味」を大切にし、一生懸命「紙」に向き合って書きあげたことに称賛をおくりたい

と思います。 

 

 

 

 

 百人一首大会に向けて、練習が始まっています。あかね台中では各学年で大会

があり、全校生徒を対象とした「個人戦」」というものがあります。「個人戦」と

は、学年やクラスを問わずに二人組をつくり、エントリーをします。エントリー

の数にもよりますが、例年２日間にわけて行われ、初日にベスト 16 までを決め、

それ以上を２日目に行っています。 

学年別で実力をつけた仲間たちが、次は校内の頂点を目指して戦います。もち

ろん上級生と下級生の試合もあります。試合では上級生も下級生も関係なく『同

じ頂点を目指す者同士』として向き合います。先輩の凄さに驚いたり、後輩の姿

に刺激を受けたりしながら真剣勝負が繰り広げられます。１年生の頃から同じペ

アで出場している人もいますし、百人一首が好きな人や、その楽しさを国語の授

業や行事を通して知った仲間が集まる大会です。 

区・校内書初め展 

百人一首大会に向けて ～学年別大会・個人戦について～ 

◆ 青葉区書初め展出品作品 ◆ 



今は学年別でクラスの仲間と力を合わせ、互いに知恵を出し合って練習をしています。クラスの仲間との行

事も残り少なくなってきました。知力と精神力、そして瞬発力も必要な百人一首。そこが競技の魅力でもあり

ます。プロ顔負けの速さで、鮮やかに札を取る姿、札に真剣に向き合う眼差し、そして仲間と喜びやくやしさ

緊張や情熱を分かち合う、あかね台中生の百人一首大会。今年も素晴らしい大会になりそうです。 

 

◆ 学年別百人一首大会 ＠体育館 ◆ 

 １学年…２月 １日（金） 9：00～10：50 

 ２学年…１月２８日（月）12：40～14：30 

 ３学年…２月２２日（金） 9：00～10：50 

◆ 個人戦 ◆ 

１日目…２月１５日（金）12：45～＠道場  ２日目…２月２２日（金）13：45～＠図書館 

※個人戦は放課後実施になります。多少、時間が前後する可能性があります。 

 

源平合戦：札を互いに 50 枚ずつ並べ、読まれる 99 枚の札を取り合います。相手の陣地の札を取ったら、自陣 

から札を渡していきます。最終的に自陣の札がなくなった方が勝ちです。お手付きをしても札をも 

らわなくてはなりません。もしも取り損ないの札が両者の陣地にそれぞれあった場合は、少ない方 

が勝ちになります。 

 

 

 

 

○陸上競技 横浜市中学校秋季陸上競技大会 

男子総合 第３位 ２８点 

男子２年 100ⅿ     第３位 ・男子共通 400ⅿ  第５位  ・男子２年 110ⅿH   第４位    

男子共通 4×100ⅿR  第４位  ・男子１年砲丸投 第１位   

 

○ソフトテニス（女子） 県強化リーグ４部  優勝 ３部昇格 

 

○卓 球  全横浜卓球大会  ブロック 1 位 2 位 3 位 

 

○音 楽 リコーダーコンテスト東京大会（全日本リコーダーコンテスト東京予選） 

独奏 銀賞、 三重奏 金賞、 四重奏 金賞、 合奏 金賞（音楽部全員） 

金賞受賞の 3 グループが全日本リコーダーコンテスト（3/30）への出場権をいただきました。 

 

○吹奏楽 TAMA ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙフェスタ   管楽５重奏 銀賞   

 

 

 
 

来年度に向けて、次の三つの部活動の「部活動指導員」を募集しています。 

◎募集する部活動：「剣道」「バスケ男子」「新体操」  

◎「部活動指導員」とは？ 

・今年度より導入され市の非常勤職員の身分で、単独で生徒の指導・引率が可能です。 

・週５日・１０時間を限度に、１日あたり２時間の勤務を原則とします。（時間単価報酬 1500 円） 

詳細については学校まで御連絡ください。☎045-985-5010 

あか中生頑張っています。（部活動の記録等） 

部活動指導員の募集について 

御都合よろしければ、ぜひ

応援にお越しください。 


